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　大阪・中之島三丁目熱供給センター
は、2つの河川に挟まれた「中之島」の
地形を活かし、熱源水・冷却水に河川
水を100％利用して熱供給を行ってい
ます（図1）。また、入居しているビル
の地下ピットを利用した大規模氷蓄熱
槽を有しており、夏期は電力負荷の平
準化に利用し、冷温熱負荷が同時にあ
る中間期・冬期には、熱回収運転のた
めのバッファ槽的な役割としても利用
しています。
　当センターでは、運用開始（平成17
年1月）当初より、改善活動を積極的に
行っており、平成20年度までにプラ
ント全体の効率を約10％向上するこ
とができました。本活動の主な成果は
次のとおりです。

　主要機器である水熱源スクリュー
ヒートポンプは、製氷・冷水および冷
温熱同時取り出しが可能な製氷熱回
収・冷水熱回収の４モードがあり、負
荷状況に応じて最適なモードに切り替
えて運転します（台数は８組16台、８
組各々でモード選択が可能）。製氷熱
回収と冷水熱回収は、冷熱負荷によっ
て自動切り替えされますが、制御がう
まく働いておらず、効率の比較的高い

冷水熱回収の運転比率が低迷していた
ため、冷水熱回収の運転可能な時間に
おいては、手動で切り替えることを徹
底し、運転比率の改善を行いました（平
成18年度）。
　また、熱回収それぞれの実績COPを
確認すると、部分負荷運転が原因で定
格COPに比べて低かったため、１組
減段するなどにより高負荷率で運転す
ることとしました。それにより、COP
は改善が見られましたが、高負荷率で
の運転としたことにより冷水熱回収の
運転比率が再び低下してしまいました
（平成19年度）。
　そこで、8組のうち2組を、1台ずつ
でも運転できるように設備改修するこ
とにより、1組の能力より負荷が低い
時間帯においても1台で冷水熱回収の
運転が可能となり、運転比率も改善で
きました（平成20年度）。その結果、熱
回収のトータルCOPは約14％向上し
ました。

　夏期夜間においては、ターボ冷凍機
にて負荷処理する計画でしたが、想定
より冷熱負荷が小さかったため、蓄熱
槽からの解氷により処理する必要があ
りました。その場合、効率のよいター

ボ冷凍機を運転できないばかりか、昼
間に使える蓄熱分が少なくなってしま
い、夜間移行率の低下を招きます。そ
のため、需要家であるビル側で計画さ
れていた躯体蓄熱運転を積極的に行う
ことを提案し、負荷の夜間移行を行う
ことによりターボ冷凍機の運転が可能
となりました（図4）。
　ただし、躯体蓄熱は、ビル側のトー
タルの消費熱量および搬送動力が増加
するため、ビル側と協力して総合的に
省エネルギー評価を行いました。その
結果、地冷側においては、2.2％の省
エネルギーとなり、夜間電力率も3％
向上しており、一方、ビル側の増加分は
地冷の省エネルギー量の4分の1程度で
あり、総合的に評価しても省エネルギー
となっていることがわかりました。

　以上の項目のほか、搬送系に関する
改善など、詳細な運転実績データの分
析をもとにさまざまな取り組みを行っ
てきました。平成21年度には需要家の
増加に伴う設備の増設を行っており、
今後も、さらなる効率的な運転ができ
るよう改善活動に努めたいと考えてい
ます。
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【図１】熱供給システムの概要

【図2】冷水熱回収の製造熱量および運転比率

【図4】夏期代表週のターボ冷凍機稼動状況

【図3】熱回収の実績COP

①熱回収運転の運用改善（図2、3）

②躯体蓄熱との連携

③おわりに




